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ハ ミル トン系の広域的カオスにおける軌道拡大率 の分布
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ハ ミル トン系の stochasticseaの軌道拡大率 スペク トル を明 らかに したい.

2次元面積保存写像の standardmap
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における広域的カオス軌道の軌道拡大率の分布 について数値実験の結果を報告 す る｡ こ

こでは､Kとして 3っの値を選ぶ｡(K =10･053,6･0115,3･9600)K>Kc-0･971635･･･で

i工 すべての RAMー ラスは壊れており､軌道 は相空間 (0,1)×(0,1)の広い領域を動 き

回るoK -10.053では､islandの領域は数値計算の範囲内では見えない.K -6.0115 で

は､アクセレーク一 ･モー ドと呼ばれる小 さいislandの領域がある｡ ∬-3.800では､楕円

型固定点 (0,0)のまわ りに､islandの領域があるo

写像 Fのカオス軌道 Xt に対 して､ILni(xo)を Jacobian 行列 DFn(Xo)の固有値 とし

(lpn+I>lpn-),fin-pn+-1)､粗視化 された軌道拡大率を

An(Xo)≡(1/n)loglpn+(Xo)l. (2)

のように定義する. これは､nー ∞ の極限で リアプノフ数A∞を与える. さらに､An(Xo)

の確率分布を､カオス軌道 についての長時間平均

｣Ⅴ-1

･ a(Xo),≡ Nl藍(1/N)∑a(Xt)･f=0
を用 いて P(A･,n)≡<6(An(Xo)-A)>,により定義するo
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図 a,b,Cは､それぞれ K -1O.053,6.9115,3.880での

鶴(A)≡ -(1/n)logfP(A;n)/P(A∞;n)) (4)

を n=100,500,1000,にたい してプロッ トした ものであるOここで､長時間平均 (3)での時系■

列の長 さⅣ は 106としたo 図は､拡大率 の分布 は､

P(A;n)∝exp(-nQ(A)) (5)

のように､n に対 して スケールで きることを示 しているO ここで､4(A)は n に独立なA

の凹関数 であ るo (5)は散逸系のカオスで用 いるのと同 じスケー リング則である｡ さらに､

islandがある場合 (K -6･9115,3･800)には､0<A<A∞で4(A)-0とな りq-相転移を

示すo これは､ トー ラス-の stickingtimeの分布が

I(T)∝丁~1-β, (1<β <2) (6)

のようにベキ分布を持つ ことの反映である｡
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